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Ⅰ 目的

本研究では、室内の空間認知とそのイメージ操作に困難を

示す先天性視覚障害児に対して、未知の教室内の移動が可能

となることを目標とした指導を行い、指導効果とその要因を

検討することを目的とした。 
指導では、室内に複数の基準点を設け（外部参照枠の活用

の補助）、各基準点で室内の触地図を構成することと基準点

から対象物まで移動することにより空間定位を促し（認知地

図形成の補助）、触地図構成の正確性、及び教室内の移動の正

確性と能率性が向上するかどうかを検討した。 
Ⅱ 方法

１. 対象児：視覚障害特別支援学校小学部に在籍する先天

性視覚障害児２名（A、B）を対象とした。２名とも学年相応

の学習を点字で進めており、視覚障害の他に併せ有する障害

はなかった。担任からは学校生活の中で定位と移動に関する

課題が見られるとの報告があった。Table 1 に対象児のプロ

フィールと指導前後に行ったアセスメント結果（空間把握の

様子とイメージ操作課題・他者の左右認知）を示す。 

 
２. 指導期間と指導場面：指導期間は X 年 4 月から X 年７

月までであった。週 1 回（45 分間）自立活動の時間に自立活

動専科教諭が個別指導を行った。指導回数は A が９回、B が

10 回であった。指導場所は対象児の在籍学校内にある自立活

動室（以下、教室とする）で、対象児にとって未知の状態で

あり定位と移動の指導の必要性が高い教室であった。指導し

た教室の概略図を Fig. 1 に示す。教室の広さは 5.7m×3.2m
で、形状は南北に長い長方形であった。 
３．指導の概要：文部省（1985）を参考とした。教室内に

定位の基準点を４つ（a,b,c,d）設けた。また、目的地として

対象物を４つ（扇風機・教師机・パソコン・棚）配置した。

対象児は各基準点で教室の触地図を構成し、基準点から各対

象物まで移動した。触地図構成では、基準点(対象児の現在地)
と各対象物の位置関係を触覚的に確認できるようにした。ま

た、実際に移動して基準点と対象物の位置関係（距離と方向）

を身体運動感覚により確認できるようにした。指導期と指導

期ごとの指導内容の概略を Table 2 に示す。 

 

Ⅲ 結果 

 
Fig. ２と Fig. ３に対象児の触地図構成の得点と移動の合

計所要時間の変化を示す。２名とも、指導前は触地図構成が

不正確な場合があり、基準点によっては移動が不可能な対象

物があった。触地図構成は指導２を経て全基準点で正確にな

った。基準点から対象物までの移動の合計所要時間は指導

１・２を通して短縮した。指導後（２週間後）も、触地図構

成の正確性、及び移動の正確性と能率性は維持された。 
「他者の左右認知」の得点を指導前後で比較すると、A は

自分と向かい合う他者の左右を問う項目が３点上昇し合計

12 点となった。B は自分と同方向を向いた他者の左右の動き

を問う項目で２点上昇し、15 点満点を得た（Table 1）。 
Ⅳ 考察

１．室内の空間認知と空間イメージ操作に困難がある先天

性視覚障害児の場合、空間内にある対象物の存在、空間にお

ける対象物の位置、空間の外形の理解が促進されると、触地

図構成と移動の正確性が向上する。ただし、移動の能率性の

向上において、必ずしも外形の正確な理解は必要ないと考え

られる。 
２．心的回転など空間イメージ操作に困難がある先天性視

覚障害児では、空間内に複数の基準点を設け、基準点から見

た時の対象物の方向と距離を触地図等で理解させ、実際の移

動により基準点と対象物との位置関係を確認させることで

移動の能率性が向上すると考えられる。基準点を向かい合う

２箇所とした場合、より指導効果が高まる可能性も考えられ

るため今後の検討が必要である。 
３．本研究の対象児はルートマップの形成に困難がある者

と考えられたが、触地図構成の正確性と移動の能率性との明

確な関連は見出されなかった。よって、この段階にある児童

を対象とした指導では、触地図構成の正確性を主目的とはせ

ず、空間の全体像の把握を促進するための補助教材として触

地図を用いることが適切であると考えられる。しかし、サー

ベイマップの形成を目的とした指導における触地図構成の

効果については、今後の検討が必要となるであろう。 
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